






















のこれまでの活動を振り返ると、2015 年度には、8 月 3 日から 8 日まで幕張で行われた
「国際中欧・東欧研究協連絡議会（ICCEES）」第 9 回世界大会に、メンバーがそれぞれの























 そして 2017 年度（研究プロジェクトの最終年度）に、シンポジウム「文化の汽水域～
東スラヴ世界の文化的諸相をめぐって～」を実施し、これまでの総括とした。本プロシー
ディングズからおわかりいただけるように、ロシア・ウクライナ・ベラルーシの言語や文
学や歴史、およびそれらの相互関係についての報告が並んだ。奇しくも、アレクシエーヴ
ィチの文学的手法に関する越野剛氏の発表と、彼女の社会的なアイデンティティに触れた
塩川伸明氏の発表が、最初と最後で呼応するというユニークな〈円環〉的構成になった。
国際的にも本格的なアレクシエーヴィチ研究は緒に就いたばかりである。今回のシンポジ
ウムが、今後アレクシエーヴィチ研究が多角的に発展していくうえでの重要な一歩となる
ことを願っている。 
 
 地域横断的・ジャンル縦断的な共同研究がもたらす最大の利点は、研究者が陥りがちな
単眼的なアプローチから脱して多角的なまなざしを得ることにより、価値観を相対化でき
るということだろう。これはとりわけロシアを中心に研究している者にとって大事なこと
で、もちろんロシアそのものも多様ではあるものの、研究対象と一体化しすぎると、とか
く〈他者〉からの批判的言説を受け入れられなくなる危険がある。ウクライナ・ベラルー
シからのまなざしを重視するのは、〈ロシアらしさ〉を追求するという本質主義ではなく、
この東スラヴ文化圏における「異種混淆性」の実態やその文学的表象を考察して、ポスト
コロニアル的なアプローチを取り入れるためでもある。 
 ロシアに対して、ウクライナとベラルーシはそれぞれ異なる関係性を築いてきたように
見える。それはいったいなぜなのか。歴史や文化の複雑に絡み合った糸を丁寧に、根気よ
くほぐしながら明らかにしていくしかないが、そうしたプロセスの中から、ロシアを〈異
化〉する複眼的な方法論を確立していくことができるのではないだろうか。 
 
